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Ⅰ 調査概要 
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１．調査概要 

 

（１）調査の目的 

この調査は、平成 27 年度から本格施行した子ども・子育て支援法に基づく「子ども・子

育て支援事業計画」の第 2 期計画の策定に向けて、市民の子育て支援に関する生活実態や要

望・意見を把握するために実施しました。 

 

（２）調査の対象 

平成３０年１２月 1 日現在で、直方市内で就学前児童もしくは就学児童をもつ全世帯を対

象としました。 

 

（３）調査の方法 

調査票を対象者に郵送で配布し、郵送で回収する無記名郵送方式 

 

（４）調査期間 

平成 30 年 12 月 10 日～平成 30 年 12 月 28 日 

 

（５）配布・回収状況 

 配布数 

（Ａ） 

回収数 

（Ｂ） 

有効回収数 

（Ｃ） 

有効回収率 

（Ｃ／Ａ） 

就学前児童 

 
2,500 1,059 1,059 42.3％ 

就学児童 

（小学 1～3年生） 
2,500 1,033 1,033 41.3％ 

 

（６）集計方法 

① 集計した数値（％）は小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。

そのため、質問に対する回答の選択肢が１つだけの場合、選択肢の数値（％）をす

べて合計しても、100.0％にならない場合があります。 

② 回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各

選択肢の割合を合計すると 100.0％を超えます。 

③回答する対象者が限定される質問では、分母の回答者数が変わります。各設問の回

答者数は「n=890」というかたちで表記しています。 
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回答数 構成比
赤地 8 0.8%
植木 109 10.3%
永満寺 9 0.9%
金田屋敷 2 0.2%
上境 22 2.1%
上新入 65 6.1%
上頓野 71 6.7%
感田 247 23.3%
下境 52 4.9%
下新入 40 3.8%
神正町 7 0.7%
新知町 4 0.4%
新町 12 1.1%
須崎町 15 1.4%
知古 53 5.0%
津田町 2 0.2%
殿町 5 0.5%
頓野 180 17.0%
中泉 18 1.7%
大字直方 14 1.3%
畑 1 0.1%
日吉町 3 0.3%
古町 10 0.9%
丸山町 1 0.1%
溝掘 15 1.4%
山部 47 4.4%
湯野原 37 3.5%
無回答 9 0.9%
　計 1058 100.0%

２．回答者基本属性 

 

２－１.就学前児童調査 

 

（１）居住地区（小学校区） 

                               （n＝1058） 

 
 
（２）居住地区（地区） 

                            （n＝1058）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 構成比
南小学校区 31 2.9%
北小学校区 118 11.2%
西小学校区 50 4.7%
新入小学校区 103 9.7%
感田小学校区 255 24.1%
上頓野小学校区 147 13.9%
下境小学校区 64 6.0%
福地小学校区 28 2.6%
中泉小学校区 19 1.8%
植木小学校区 111 10.5%
東小学校区 99 9.4%
無回答 33 3.1%
　計 1058 100.0%
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０歳, 

6.6%
１歳, 

10.4%

２歳, 13.3%

３歳, 15.6%

４歳, 15.8%

５歳, 19.4%

６歳, 16.8%

無効・無回

答, 2.1%

1人, 26.9%

2人, 38.9%

3人, 18.7%

4人, 4.0%

5人, 0.9%

無回答, 

10.2%

父母とも

に, 54.2%

主に母親, 
43.1%

主に父

親, 0.4%

主に祖父

母, 0.9%

無回

答, 

0.9%

（３）対象児童の年齢 

 

 
※報告書では以下の年齢区分に従って集計

しています。 

年齢 対象年月 

0 歳 平成 30 年 1 月～12 月 

１歳 平成 29 年 1 月～12 月 

２歳 平成 28 年 1 月～12 月 

３歳 平成 27 年 1 月～12 月 

４歳 平成 26 年 1 月～12 月 

５歳 平成 25 年 1 月～12 月 

６歳 平成 24 年 1 月～12 月 

 

 

 

（４）兄弟姉妹の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（５）子育て（教育を含む）を主に行っている人 
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２－２.小学生児童調査 

                                                  

（１）居住地区（小学校区） 

                                  （n＝1033） 

 
 
（２）居住地区（地区） 

                                 （n＝1033）  

 

回答数 構成比
南小学校区 36 3.5%
北小学校区 108 10.5%
西小学校区 62 6.0%
新入小学校区 109 10.6%
感田小学校区 230 22.3%
上頓野小学校区 141 13.6%
下境小学校区 74 7.2%
福地小学校区 41 4.0%
中泉小学校区 27 2.6%
植木小学校区 91 8.8%
東小学校区 110 10.6%
無回答 4 0.4%
　計 1033 100.0%

回答数 構成比
赤地 8 0.8%
植木 91 8.8%
永満寺 17 1.6%
金田屋敷 1 0.1%
上境 22 2.1%
上新入 59 5.7%
上頓野 75 7.3%
感田 184 17.8%
下境 64 6.2%
下新入 55 5.3%
神正町 8 0.8%
新知町 5 0.5%
新町 12 1.2%
須崎町 10 1.0%
知古 31 3.0%
津田町 1 0.1%
殿町 7 0.7%
頓野 173 16.7%
中泉 25 2.4%
大字直方 16 1.5%
畑 2 0.2%
日吉町 9 0.9%
古町 20 1.9%
丸山町 1 0.1%
溝掘 9 0.9%
山部 66 6.4%
湯野原 57 5.5%
無回答 5 0.5%
　計 1033 100.0%
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12歳, 

15.4%

11歳, 
22.3%

10歳, 

16.7%

9歳, 14.4%

8歳, 14.4%

7歳, 12.5%

6歳, 3.7% 無回答, 
2.1%

1人, 15.4%

2人, 44.2%

3人, 28.3%

4人, 4.8%

5人, 1.5%

6人以上, 

0.6%
無回答, 

5.2%

父母とも

に, 52.6%

主に母親, 
44.3%

主に父親, 

1.1%

主に父ま

たは母の

パート

ナー, 0.1%

主に祖父

母, 1.3%
その他, 

0.1%

無回答, 

0.6%

（３）対象児童の年齢 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）兄弟姉妹の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（５）子育て（教育を含む）を主に行っている人 
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Ⅱ 調査結果-１就学前児童調査 
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33.0%

62.6%

1.7%

7.5%

9.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえ

る友人・知人がいる

いずれもいない

いる／あ

る, 96.7%

いない／な

い, 3.1%

無回答, 

0.2%

１ 子どもの育ちをめぐる環境について 

 

（１）日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

 

 

○ 「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」人が 62.6％、「日常的

に祖父母等の親族にみてもらえる」人が33.0％となっています。「いすれもない」は9.4％

となっています。 

 
      【図表：日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人の有無（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育て（教育を含む）の相談できる人の有無 

 

 

 

○ 子育ての相談ができる人（場所）が「いる、ある」と回答した人が96.7％となっています。 

 
 【図表：子育て（教育を含む）の相談できる人の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８  日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答） 

問９ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。 
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80.2%

79.7%

66.2%

32.6%

9.8%

7.4%

6.7%

6.4%

5.3%

3.3%

1.5%

0.5%

0.2%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配偶者

祖父母等の親族

友人や知人

保育士・幼稚園の先生

かかりつけの医師・看護師・栄養士等

市の保健師

近所の人

子育て支援センター・児童館・ＮＰＯ団体

インターネット（ＳＮＳ）

パートナー

市の子育て関連担当窓口

児童相談所

民生委員・児童委員

その他

（３）子育て（教育を含む）の相談先 

 

 

 

○ 子育ての相談先は、「配偶者」（80.2％）、「祖父母等の親族」（79.7％）の親族が多く、

次いで「友人や知人」（66.2％）、「保育士・幼稚園の先生」32.6％となっています。 

 
      【図表：子育て（教育を含む）の相談先（n＝1023）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育てをする上で周囲からのどのようなサポートがあればよいか 

 

 

 

【主な意見】 

◆ 公園・安心して遊べる場がほしい 
  …「外で遊べる公園等があればありがたい」 

◆ 緊急時・不定期の保育、病児保育がほしい 
  …「保育園が休みの日の託児」「緊急時などに１日や数時間預けられる保育」 

◆ 通常保育の充実 
  …「延長保育や学童の充実」「緊急時などに１日や数時間預けられる保育」 

◆ 気軽に子育ての悩みを聞いたり、アドバイスをもらえる人・場所 
  …「初めての子育てなのでその都度アドバイスを頂けるサービスがほしい」 

◆ 地域ごとの子育て支援センター等の充実 
  …「子ども子育て支援センターの改修を早く」「地域ごとの児童館がほしい」 

◆ 子育てに関する学習の場 
  …「子育て等の無料のセミナーなどを増やしてほしい」 

 

 

問9-1  子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（複数回答） 
 ※問 9で「気軽に相談できる人（場所）がいる、ある」と回答した人を対象 

問 10  子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポー

トがあればよいとお考えでしょうか。 
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28.8%

8.4%

28.5%

2.4%

28.3%

1.6%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

就労している（フルタイム）

就労している（フルタイムだが、産休・育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

就労している（パートタイム・アルバイト等だが、産休・育

休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

8.9%

17.7%

35.5%

3.1%

34.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

希望があり、実現できる見込みがある

希望はあるが、実現できる見込みがない

パート・アルバイト等の就労の継続を希望

就労をやめて子育てや家庭に専念したい

無回答

２ 保護者の就労状況について 

 

（１）現在の就労状況 

 

 

 

■ 母親 

 

○ 「フルタイムで就労している」が 28.8％、「パートタイム、アルバイト等で就労してい

る」が 28.5％、「以前就労していたが、現在は就労していない」が 28.3％とほぼ同率と

なっています。 

 
      【図表：母親の就労状況（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
フルタイムへの転職希望（パートタイム・アルバイト等で就労している方） 

【図表：フルタイムへの転職希望（パートタイム・アルバイト等で就労している方）（n＝327）】 

 

 

 

 

問１２ お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答えください。 
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77.3%

0.3%

0.2%

0.1%

0.9%

0.0%

21.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就労している（フルタイム）

就労している（フルタイムだが、産休・育休・介護休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

就労している（パートタイム・アルバイト等だが、産休・育

休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

■ 父親 

 

○ 「フルタイムで就労している」が 77.3％と最も多くなっています。 

 
      【図表：父親の就労状況（n＝1058）】 
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子育てや

家事に専

念したい

（就労の予

定はない）, 

19.0%

１年より先

に就労した

い, 46.2%

すぐにで

も、もしくは

１年以内に

就労した

い, 32.0%

無回答, 

2.8%

1.4%

24.3%

33.8%

29.7%

10.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

２日

３日

４日

５日

無回答

1.4%

3.4%

20.9%

44.6%

16.9%

1.4%

1.4%

10.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

無回答

フルタイム, 
7.3%

パートタイ

ム、アルバ

イト等, 
46.8%

無回答, 

45.9%

（２）現在就労していない母親の就労希望／希望する就労形態 

 

 

 

①母親の就労希望 

○ 現在、就労していない母親のうち、「1年より先に就労したい」が46.2％と最も多く、次い

で「すぐにでも、1年以内に就労したい」が32.0％となっています。 
      【図表：母親の就労希望（n＝316）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②母親の希望する就労形態 

○ 「すぐにでも、1 年以内に就労したい」人の希望する就労形態は「パートタイム、アル

バイト等」が 84.2％となっています。 

 

【図表：母親の希望する就労形態（n＝316）】    【図表：ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄの希望時間（n＝148）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１-１ 就労したいという希望はありますか。  
※問 11で、「５.現在は就労していない」、「６.就労したことがない」を選ばれた人を対象 

１週あたりの日数 

１日あたりの時間 
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利用してい

る, 78.0%

利用してい

ない, 

21.7%

無回答, 

0.3%

49.2%

37.2%

11.3%

7.8%

4.4%

1.6%

0.6%

0.5%

0.4%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

児童発達支援センター等

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

ファミリーサポートセンター

その他

３ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

 

（１）定期的な教育・保育事業の利用の有無 

 

 

 

○ 定期的な教育・保育事業を「利用している」人が 78.0％となっています。 

 
  【図表：定期的な教育・保育事業の利用の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用している教育・保育事業 

 

 

 

○ 利用している定期的な教育・保育事業は「認可保育所」が 93.1％となっています。 

 
      【図表：利用している教育・保育事業（n＝825）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用されていま

すか。 

問１２-１ お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期

的に」利用している事業をお答えください。（複数回答） ※問12で「利用している」を回答した人を対象 
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選択項目 認可保育所 幼稚園
幼稚園の預か
り保育

認定こども園

総計
(n=825)

49.2% 37.2% 11.3% 7.8%

南小学校区
(n=23)

60.9% 30.4% 8.7% 4.3%

北小学校区
(n=92)

43.5% 41.3% 13.0% 10.9%

西小学校区
(n=41)

41.5% 53.7% 9.8% 4.9%

新入小学校区
(n=83)

33.7% 30.1% 7.2% 28.9%

感田小学校区
(n=197)

50.8% 36.5% 9.1% 4.1%

上頓野小学校区
(n=113)

48.7% 46.9% 18.6% 2.7%

下境小学校区
(n=52)

48.1% 40.4% 7.7% 7.7%

福地小学校区
(n=22)

63.6% 31.8% 4.5% 4.5%

中泉小学校区
(n=15)

60.0% 20.0% 0.0% 6.7%

植木小学校区
(n=86)

51.2% 34.9% 9.3% 8.1%

東小学校区
(n=84)

60.7% 29.8% 20.2% 2.4%

  【図表：小学校区別クロス：利用している上位４教育・保育事業に関する利用度比較※複数回答】 
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0.1%

0.5%

0.5%

1.6%

60.7%

34.1%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

無回答

0.4%

0.7%

0.2%

4.6%

8.6%

11.9%

15.8%

24.1%

14.3%

11.5%

2.8%

0.6%

4.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間

１２時間

無回答

（３）教育・保育事業の利用状況（日数・時間） 

 

 

 

■ 現在 

①１週あたりの利用日数 

○ 定期的な教育・保育事業の１週あたりの利用日数は「５日」が 60.7％と最も多く、次い

で「6 日」が 34.1％となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業の１週あたりの利用日数（n＝825）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②１日あたりの利用時間 

○ 定期的な教育・保育事業の日あたりの利用時間は「８時間」が 24.1％と最も多く、次い

で「７時間」が 15.8％となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業の１日あたりの利用時間（n＝825）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問１２-２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 ※問12で「利用している」を回答した人を対象 
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0.1%

0.1%

0.2%

0.8%

38.3%

26.9%

0.8%

32.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.4%

0.1%

1.6%

3.6%

6.4%

8.7%

17.7%

10.7%

9.9%

4.1%

1.1%

0.1%

0.1%

35.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

１０時間

１１時間

１２時間

１３時間

１７時間

無回答

■ 希望 

 

①１週あたりの希望利用日数 

○ 定期的な教育・保育事業の１週あたりの希望利用日数は、現在と同様に「５日」38.3％

と「6 日」26.9％が多くなっています。 

 
      【図表：教育・保育事業の１週あたりの希望利用日数（n＝825）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

②１日あたりの希望利用時間 

○ 定期的な教育・保育事業の１日あたりの利用希望時間は、現在と同様に「８時間」が

17.7％と最も多く、次いで「９時間」が 10.7％となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業の１日あたりの希望利用時間（n＝825）】 
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91.3%

2.3%

0.8%

2.9%

1.3%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

直方市内

他の市区町村-宮若市

他の市区町村-鞍手町

他の市区町村-北九州市

他の市区町村-その他

無回答

63.0%

72.2%

4.1%

0.7%

1.2%

0.4%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの教育や発達のため

保護者が現在就労しているため

保護者が就労予定である／求職中であるため

保護者が家族・親族などを介護しているため

保護者が病気や障がいがあるため

保護者が学生であるため

その他

（４）利用している教育・保育事業の実施場所 

 

 

○ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所は市内が 91.3％と最も多くなっています。 

 
      【図表：利用している教育・保育事業の実施場所（n＝825）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）教育・保育事業を利用している理由 

 

 

○ 教育保育事業を利用している理由は「保護者が現在就労しているため」が 72.2％で最も

多く、次いで「子どもの教育や発達のため」63.0％となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業を利用している理由（n＝825）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２-３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。  

問１２-４ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由は何ですか。（複数回答） 
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54.3%

36.5%

12.6%

10.9%

3.9%

2.2%

0.9%

12.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもがまだ小さいため先になったら利用しようと考えている

利用する必要がない

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

その他

45.3%

40.4%

24.0%

17.3%

4.2%

4.1%

3.6%

3.3%

1.8%

1.2%

1.1%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

認可保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

小規模な保育施設

ファミリーサポートセンター

事業所内保育施設

児童発達支援センター等

自治体の認証・認定保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他認可外の保育施設

（６）教育・保育事業を利用していない理由 

 

 

 

○ 教育保育事業を利用していない理由は「子どもがまだ小さいため先になったら利用しよう

と考えている」人が 54.3％で最も多くなっています。「利用する必要がない」人は 36.5％

となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業を利用していない理由（n＝230）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）今後利用したい教育・保育事業 

 

 

 

○ 今後利用したい教育保育事業は「認可保育所」が 45.3％で最も多く、次いで「幼稚園」

が 40.4％となっています。 

 
      【図表：今後利用したい教育・保育事業（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２-５ 定期的な教育・保育の事業を利用していない理由は何ですか。（複数回答）  
※問12で「利用していない」を回答した人を対象 

 

問１３ 現在、「利用している」「利用していない」にかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の事業と

して、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（複数回答）  
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25.9%

25.0%

8.1%

2.5%

0.9%

0.5%

0.4%

45.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

認可保育所

幼稚園

認定こども園

ファミリー・サポート・センター

児童発達支援センター等

その他の認可外の保育施設

その他

変更・追加するつもりはない

選択項目 認可保育所 幼稚園
幼稚園の預か
り保育

認定こども園

総計
(n=1058)

45.3% 40.4% 24.0% 17.3%

南小学校区
(n=31)

51.6% 29.0% 16.1% 19.4%

北小学校区
(n=119)

43.7% 44.5% 26.9% 20.2%

西小学校区
(n=50)

40.0% 46.0% 30.0% 14.0%

新入小学校区
(n=103)

37.9% 35.0% 24.3% 38.8%

感田小学校区
(n=225)

45.1% 39.6% 23.1% 12.2%

上頓野小学校区
(n=146)

43.8% 45.9% 26.0% 8.9%

下境小学校区
(n=64)

43.8% 43.8% 28.1% 15.6%

福地小学校区
(n=28)

60.7% 32.1% 10.7% 10.7%

中泉小学校区
(n=19)

57.9% 15.8% 15.8% 15.8%

植木小学校区
(n=111)

45.0% 44.1% 21.6% 22.5%

東小学校区
(n=98)

55.1% 35.7% 27.6% 12.2%

【図表：小学校区別クロス：今後利用したい上位４教育・保育事業に関する利用意向比較※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）幼児教育・保育の無償化した場合の利用状況の変化・追加 

 

 

○ 幼児教育・保育の無償化した場合の利用状況について、「変更・追加するつもりはない」

が 45.7％となっていますが、「認可保育所」「幼稚園」をあげる回答もともに 25％台と

なっています。 

 
      【図表：幼児教育・保育の無償化した場合の利用状況（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３-１（１） 実施された場合、現在のお子さんの平日の教育・保育事業の利用状況から変更・追加したいと

思うものはありますか。（複数回答） 
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11.7%

8.5%

2.3%

1.6%

1.2%

0.6%

0.3%

0.2%

0.2%

0.9%

63.7%

8.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

働いていなかったが働く

働く時間を増やす

働く時間を減らす

転職する

育休中だが職場復帰する

兼業・副業・内職等を始める

働いているが辞める

育休を取得する

休職し子育てに専念する

その他

変更・追加するつもりはない

無回答

選択項目 認可保育所 幼稚園 認定こども園
変更・追加す
るつもりはな
い

総計
(n=1058)

25.9% 25.0% 8.1% 45.7%

南小学校区
(n=31)

35.5% 25.8% 6.5% 32.3%

北小学校区
(n=119)

21.0% 27.7% 9.2% 47.1%

西小学校区
(n=50)

18.0% 14.0% 0.0% 62.0%

新入小学校区
(n=103)

27.2% 25.2% 23.3% 40.8%

感田小学校区
(n=225)

29.4% 26.7% 7.5% 42.0%

上頓野小学校区
(n=146)

26.0% 24.7% 4.8% 49.3%

下境小学校区
(n=64)

23.4% 23.4% 4.7% 43.8%

福地小学校区
(n=28)

28.6% 10.7% 3.6% 50.0%

中泉小学校区
(n=19)

15.8% 21.1% 0.0% 52.6%

植木小学校区
(n=111)

25.2% 27.9% 12.6% 47.7%

東小学校区
(n=98)

27.6% 22.4% 2.0% 49.0%

【図表：小学校区別クロス：無償化した場合の認可保育所、幼稚園の利用比較※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）幼児教育・保育の無償化した場合の保護者の就労状況の変化・追加 

 

 

 
○ 幼児教育・保育の無償化した場合の保護者の就労状況について、「変更・追加するつもり

はない」が 63.7％となっていますが、「働いていなかったが働く」保護者が 11.7％とな

っています。 

 

【図表：幼児教育・保育の無償化した場合の保護者の就労状況の変化・追加（n＝1058）】 

 

 

 

 

問１３-１（２） 無償化が実施された場合、現在の保護者の就労状況から変更・追加したいと思うものはありま

すか。 
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32.8%

28.2%

9.0%

6.3%

5.8%

1.1%

16.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

利用（入園）できるまで待つ

同一事業で別の施設を利用する

利用希望時期を重視し、別事業でも利用できる施設を利用する

料金負担が変わらなければ、別事業でも利用できる施設を利用

する

利用時間（保育時間）が変わらなければ、別事業でも利用でき

る施設を利用する

その他

無回答

45.7%

43.7%

20.2%

14.9%

11.8%

10.6%

10.3%

7.8%

5.7%

5.7%

5.4%

4.6%

4.1%

2.8%

2.6%

1.2%

0.2%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自宅からの距離

園長・保育士・幼稚園の先生等の人柄・信頼性

職場からの距離や通勤経路上かどうか

保育方針・教育方針

保育時間の長さ（早朝保育・延長保育など）

認可保育所であること

保育施設の安全性

保育施設・設備の充実度

兄・姉が通っている

保育料金

送迎バスの有無

通常保育以外の教育プログラムの充実

口コミなどの評判

行事の充実

休日保育の有無

アレルギーなど個別の支援対応

保育所の定員数

その他

（10）教育・保育事業を選ぶ際、重視する点 

 

 

 
○ 教育・保育サービス（施設）を選ぶ際、重視したい点は「自宅からの距離」が 45.7％と

最も多く、次いで「園長・保育士・幼稚園の先生等の人柄・信頼性」が 43.7％となって

います。 

 

【図表：教育・保育事業を選ぶ際、重視する点（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（11）希望する教育・保育事業が待機となった場合の利用意向 

 

 
○ 希望する教育・保育事業が待機となった場合、「利用（入園）できるまで待つ」が 32.8％

となっています。 

 
【図表：希望する教育・保育事業が待機となった場合の利用意向（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

問１４ 現在、「利用している」「利用していない」にかかわらず、あて名のお子さんの教育・保育サービス（施設）

を選ぶ際、どの点を重視したいと考えますか。 

問１５ 希望する時期に利用（入園）が出来ずに「待機」となる場合についておうかがいします。 
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利用する

必要はな

い, 40.5%

ほぼ毎週

利用した

い, 29.3%

月に１～２

回は利用

したい, 
27.6%

無回答, 

2.6%

利用する

必要はな

い, 74.8%

ほぼ

毎週

利用し

たい, 

1.9%

月に１～２

回は利用

したい, 
17.3%

無回答, 

6.0%

４ 土曜日・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の 

利用希望について  

 

（１）土曜日・休日の定期的な教育・保育事業の利用希望の有無 

 

 

 

①土曜日 

○ 土曜日の教育・保育事業について、「利用する必要はない」人が 40.5％と最も多くなっ

ています。利用したい人は「ほぼ毎週」「月に１～２回」がともに 28％前後となってい

ます。 

 
      【図表：土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②日曜日・祝日 

○ 日曜日・祝日の教育・保育事業について、「利用する必要はない」人が 74.8％と最も多

くなっています。利用したい人は「月に１～２回」が 17.3％となっています。 

 
      【図表：日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６ お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望

はありますか。 
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68.3%

42.3%

1.3%

29.3%

6.0%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

23.5%

25.3%

23.2%

10.5%

15.4%

2.1%

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日使いたい

休みの期間中、週に数日利用したい

保育料無償化の対象になるなら、休み

の期間中、ほぼ毎日使いたい

保育料無償化の対象になるなら、休み

の期間中、週に数日利用したい

無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

（２）土曜日・休日の定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由 

 

 

 

○ 土曜日・休日の定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由は、「月に数回仕事が入

るため」が 68.3％と最も多く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませる

ため」42.3％となっています。 

 
      【図表：土曜日・休日の定期的な教育・保育事業をたまに利用したい理由（n＝400】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）（幼稚園を利用している人の）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望の有無 

 

 

 

○ （幼稚園を利用している人の）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望については、「休

みの期間中ほぼ毎日使いたい」が 25.3％と最も多く、「利用する必要はない」人は 23.5％

となっています。 

 
      【図表：（幼稚園を利用している人の）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望の有無（n＝332）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１６-１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（複数回答） 
※問16で「月1～２回は利用したい」を回答した人を対象 

問１７ お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用

を希望しますか。※問13-1で「幼稚園」「幼稚園での預かり保育」を回答した人を対象 



 24 

41.7%

33.7%

30.1%

3.7%

16.0%

買い物等の用事をまとめて済ませるため

息抜きのため

週に数回仕事が入るため

親等親族の介護や手伝いが必要なため

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

（４）長期休暇中の教育・保育事業をたまに利用したい理由 

 

 

 

○ （幼稚園を利用している人の）長期休暇中の教育・保育事業をたまに利用したい理由に

ついて、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」が 41.7％と最も多く、次いで「息

抜きのため」が 33.7％となっています。 

 
      【図表：長期休暇中の教育・保育事業をたまに利用した理由（n＝163）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７-1 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（複数回答） 
※問17で「たまに利用したい」を回答した人を対象 
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52.4%

27.5%

12.1%

11.9%

2.8%

0.3%

1.0%

5.8%

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が

子どもをみた

父親が休んだ

病児・病後児の保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

機会がなかった

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

できれば

病児・病後

児保育施

設等を利

用したい, 

25.7%

利用したい

とは思わな

い, 73.6%

無回答, 

0.7%

５ 子どもの病気の際の対応について    

 

（１）教育・保育事業が利用できなかった時の対処方法 

 

 

 

○ 教育・保育事業が利用できなかった時の対処方法は、「母親が休んだ」が 52.4％と最も

多く、次いで「親族・知人に子どもをみてもらった」27.5％となっています。「機会が

なかった」は 5.8％となっています。 

 
      【図表：事業を利用できなかった場合の対処方法（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病気時の病児・病後児のための保育施設等の利用意向 

 

 

 

○ 「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」人は 25.7％、「利用したい

と思わない」人は 73.6％となっています。 

      【図表：病児・病後児のための保育施設等の利用意向（n＝561）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８ お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、こ

の１年間に行った対処方法と、仕事を休んだ日数はどれくらいありましたか。（複数回答） 
 

問１８-1 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 
※問 18で「父親が休んだ」「母親が休んだ」を回答した人を対象 
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83.3%

47.9%

11.1%

1.4%

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育

する事業

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

54.0%

51.3%

41.6%

20.1%

4.8%

4.6%

20.6%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

親が仕事を休んで対応する

利用料がかかる・高い

手続き方法・利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時

間・日数など）がよくない

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（３）病児・病後児のための保育施設等の望ましい事業形態 

 

 

 

○ 病児・病後児のための保育施設等の望ましい事業形態は「小児科に併設した施設で子ど

もを保育する事業」が 83.3％で最も多くなっています。 

 
      【図表：病児・病後児のための保育施設等の利用意向（n＝144）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由 

 

 

 

○ 病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由は「病児・病後児を他人

に看てもらうのは不安」が 54.0％で最も多く、次いで「親が仕事を休んで対応する」が

51.3％となっています。 

 
      【図表：病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由（n＝413）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８-２ 上記の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（複数回答） ※問 18-1 で「できれば利用したい」を回答した人を対象 
 

問１８-３ 利用したいとは思わない理由は何ですか。（複数回答） 
 ※問 18-1 で「利用したいと思わない」を回答した人を対象 
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できれば

仕事を休

んで看た

い, 60.3%

休んで看

ることは非

常に難し

い, 27.7%

無回答, 

12.0%

40.7%

19.5%

5.9%

41.5%

子どもの看護を理由に休みがとれない

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（５）病児・病後児のために、保護者が仕事を休んで看ることの有無 

 

 

 

○ 「母親（父親）が休む」以外の対処をした人のうち、父母のいずれかが仕事を休んで看

たいと思った人は 60.3％となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業が利用できなかった時、保護者が仕事を休んで看ることの有無（n＝426）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）保護者が仕事を休んで看ることが難しい理由 

 

 

 

○ 保護者が仕事を休んで看ることが難しい理由としたは「子どもの看護を理由に休みがとれ

ない」が 40.7％と多くなっています。 

 
      【図表：保護者が仕事を休んで看ることが難しい理由（n＝118）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８-４ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 
 ※問 18で「父親が休んだ」「母親が休んだ」以外の項目を回答した人を対象 
 

問１８-５ 休んで看ることが非常に難しい理由は何ですか。（複数回答） 
 ※問 18-4 で「休んで看ることは非常に難しい」を回答した人を対象 
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12.1%

2.2%

0.7%

0.1%

0.0%

0.6%

80.8%

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ファミリーサポートセンター

夜間養護等事業（トワイライトステイ）

ベビーシッター

その他

利用していない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

79.2%

11.5%

10.1%

7.7%

6.3%

5.8%

5.5%

3.5%

3.5%

特に利用する必要がない

利用料がかかる・高い

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の利便性がよくない

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

６．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用 

について   

 

（１）不定期の教育・保育事業の利用の有無 

 

 

 

○ 日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不

定期に利用している事業は「幼稚園の預かり保育」が 12.1％となっていますが、80.8％

は「利用していない」となっています。 

 
      【図表：不定期の教育・保育事業の利用の有無（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）不定期の教育・保育事業を利用していない理由 

 

 

○ 不定期の教育・保育事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が 79.2％

となっています。 

 
      【図表：不定期の教育・保育事業の利用の有無（n＝855）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９ 日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不

定期に利用している事業はありますか。（複数回答） 
 

問１９-１ 現在利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 
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利用した

い, 37.1%

利用する

必要はな

い , 55.8%

無回答, 

7.1%

72.3%

52.2%

29.8%

2.8%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉

妹を含む）や親の通院 等

不定期の就労

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（３）不定期の教育・保育事業の利用希望 

 

 

 

○ 不定期の教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要がない」が 55.8％とな

り、「利用したい」人は 37.1％となっています。 

 
      【図表：不定期の教育・保育事業の利用の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【利用希望の理由】 

○ 「私用、リフレッシュ目的」が 72.3％と最も多く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ど

もや親の通院」が 52.2％となっています。 

 
      【図表：不定期の教育・保育事業の利用理由（「利用したい」回答対象 n＝393）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用

する必要があると思いますか。（複数回答） 
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あった, 

20.9%

なかった, 

74.2%

無回答, 

4.9%

87.8%

0.5%

0.0%

18.1%

0.9%

1.8%

親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業（ショートステイ）

を利用した

短期入所生活援助事業以外の保育事業

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（４）子どもを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった経験の有無と対処方法 

 

 

 

○ 子どもを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった経験があった人は 20.9％と

なっています。 

 
      【図表：子どもを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった経験の有無（n＝346）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【子どもを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった場合の対処方法】 

○ 子どもを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった場合の対処方法としては「親

族・知人にみてもらった」が 81.0％と最も多くなっています。 

 
      【図表：子どもを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった場合の対処方法 

（n＝221）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２１ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊ま

りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（複数回答） 
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50.5%

45.9%

40.2%

24.1%

10.4%

7.4%

3.2%

2.6%

0.4%

自宅

学童クラブ〔学童保育〕

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

放課後学習

その他（公民館、公園など）

放課後等デイサービス

児童館

ファミリーサポートセンター

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

4.1%

23.3%

41.6%

7.2%

0.6%

23.3%

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

７．子どもの小学校就学後の放課後の過ごし方について  

 

（１）小学校低学年の放課後に過ごさせたい場所と利用希望日数 

 

 

 

①小学校低学年の放課後に過ごさせたい場所 

○ 小学校低学年の放課後に過ごさせたい場所は「自宅」が 50.5％と最も多く、次いで「学

童クラブ（学童保育）」45.9％となっています。 

 
      【図表：小学校低学年の放課後に過ごさせたい場所（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②学童クラブ（学童保育）の下校時から利用したい時間 

 【図表：小学校低学年の放課後に過ごさせたい場所別利用希望日数（n＝486）】 

 

問２２ お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の

時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（複数回答） 
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62.0%

53.4%

29.6%

22.6%

12.6%

9.1%

3.1%

1.6%

0.5%

自宅

習い事

学童クラブ〔学童保育〕

祖父母宅や友人・知人宅

放課後学習

その他（公民館、公園など）

放課後等デイサービス

児童館

ファミリーサポートセンター

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

57.6%

57.1%

52.9%

51.7%

49.5%

45.9%

43.2%

40.6%

40.4%

38.7%

36.8%

32.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

東小学校区

福地小学校区

北小学校区

上頓野小学校区

新入小学校区

総計

植木小学校区

下境小学校区

感田小学校区

南小学校区

中泉小学校区

西小学校区

【図表：小学校区別クロス：小学校低学年の放課後に学童クラブで過ごさせたい回答者※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校高学年の放課後に過ごさせたい場所と利用希望日数 

 

 

 

①小学校高学年の放課後に過ごさせたい場所 

○ 小学校高学年の放課後に過ごさせたい場所は「自宅」が 62.0％と最も多く、次いで「習

い事」53.4％となっています。 

 
      【図表：小学校高学年の放課後に過ごさせたい場所（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３ お子さんについて、高学年（４～６年生）になったら、、放課後（平日の小学校終了後）の時

間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（複数回答） 
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0.3%

3.5%

20.1%

40.6%

8.3%

1.0%

26.2%

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

53.6%

33.3%

31.3%

31.3%

30.6%

29.6%

29.4%

28.2%

28.0%

26.7%

22.6%

15.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

福地小学校区

上頓野小学校区

下境小学校区

東小学校区

植木小学校区

総計

北小学校区

新入小学校区

西小学校区

感田小学校区

南小学校区

中泉小学校区

②学童クラブ（学童保育）の下校時から利用したい時間 

 【図表：学童クラブ（学童保育）の下校時から利用したい時間（n＝313）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表：小学校区別クロス：小学校高学年の放課後に学童クラブで過ごさせたい回答者※複数回答】 
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低学年の

間は利用

したい, 
31.8%

高学年に

なっても利

用したい, 
29.2%

利用する

必要はな

い, 36.8%

無回答, 

2.2% 低学年の

間は利用

したい, 
7.6%

高学年に

なっても利

用したい, 
9.7%

利用する

必要はな

い, 78.5%

無回答, 

4.2%

低学年（１

～３年生）

の間は利

用したい, 

28.8%

高学年（４

～６年生）

になっても

利用した

い, 30.1%

利用する

必要はな

い, 30.0%

無回答, 

11.2%

（３）土曜日、日曜日・祝日の学童クラブの利用希望 

 

 

 

○ 土曜日の学童クラブの利用希望については、「利用する必要はない」が 36.8％と最も多

く、「低学年の間は利用したい」は 31.8％となっています。 

○ 日曜日・祝日の学童クラブの利用希望については、「利用する必要はない」人が 78.5％

と最も多く、「高学年になっても利用したい」人が 9.7％となっています。 

 
 【図表：土曜日、日曜日・祝日の学童クラブの利用希望（n＝503）】 

①土曜日                 ②日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）長期休暇中の学童クラブの利用希望 

 

 

○ 長期休暇中の学童クラブの利用希望については、「高学年になっても利用したい」と「利

用する必要はない」が 30％と多くなっています。 

 
 【図表：望ましい学童クラブの実施場所（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４ お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はありますか。 
※問 22、問 23 で「学童クラブ」を回答した人を対象 
 

問２５ 夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童クラブの利用希望はありますか。 
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低学年の

間は利用

したい, 
57.6%

高学年に

なっても利

用したい, 
3.0%

利用する

必要はな

い, 27.3%

無回答, 

12.1%

長期休暇中

も学校があ

る期間も関

係なく、通年

で利用した

い, 66.6%

夏休みや冬

休みなどの

長期休暇の

期間中のみ

の利用でよ

い, 31.6%

無回答, 1.8%

（５）長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができる場合の利用希望 

 

 

 

○ 長期休暇中の学童クラブの利用希望については、「低学年の間は利用したい」人が 57.6％

と最も多く、「利用する必要はない」人は 27.3％となっています。 

 
 【図表：長期休暇中の学童クラブの利用希望（n＝623）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができる場合の利用希望 

 

 

 

○ 今後、長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができるとした場合、「通年で利用したい」

が 66.6％となっています。 

 
 【図表：長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができる場合の利用希望（n＝623）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７ お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童クラブの利用希望はあ

りますか。※問 25 で「利用したい」を回答した人を対象 
 

問２５-1 今後、長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができるとした場合、通常の学校がある時

期を含めて通年での利用を希望しますか。。※問 25で「利用したい」を回答した人を対象 
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利用したい, 

32.0%

場所による, 

60.9%

利用しない, 

4.1%

 

 

 

○ 長期休暇期間のみの学童クラブをおこなう場所が、お子さんが通っている小学校の敷地

外での実施でも「利用したい」が 32.0％となっています。 

 
 【図表：小学校の敷地外での実施でも利用希望（n＝197）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問２５-２ 長期休暇期間のみの学童クラブをおこなう場所が、お子さんが通っている小学校の敷地

外での実施でも利用を希望しますか。※問 25-1 で「長期休暇のみの利用でよい」を回答した人を対象 
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7.5%

0.7%

89.6%

2.3%

地域子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター事業

利用していない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

60.1%

16.6%

13.9%

10.0%

9.1%

8.4%

10.3%

利用する必要がないため

あることを知らなかった

手続き方法・利用料がわからない

利用料金がかかる・高い

事業の質に不安がある

利便性（立地や利用可能時間・日数な

ど）がよくない

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

８．地域の子育て支援について  

 

（１）地域の子育て支援事業の利用状況 

 

 

○ 「地域子育て支援センター」を利用している人は 7.5％となり、「ファミリー・サポート・

センター事業」を利用している人は 0.7％となっています。 

 
      【図表：地域の子育て支援事業の利用状況（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）地域の子育て支援事業を利用していない理由 

 

 

 

○ 地域子育て支援事業を利用していない理由は、「利用する必要がないため」が 60.1％と

最も多くなっています。 

 
      【図表：地域の子育て支援事業を利用していない理由（n＝948）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２６  現在、地域子育て支援センターやファミリー・サポート・センター事業を利用していますか。 
 

問２６-1 利用していない理由は何ですか。（複数回答） 
※問 26で「利用していない」を回答した人を対象 
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18.1%

5.7%

3.8%

66.9%

5.6%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数

を増やしたい

利用日数を増やしたいとは思わない

今後も利用するつもりはない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

13.8%

0.5%

1.3%

77.5%

6.9%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を

増やしたい

利用日数を増やしたいとは思わない

今後も利用するつもりはない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

 

（３）地域の子育て支援事業の今後の利用意向 

 

 

 

○ 今後、地域子育て支援センターを「利用していないが、今後利用したい」人は 18.1％と

なっています。「今後も利用するつもりはない」人は 66.9％となっています。 

   

①地域子育て支援センター 
      【図表：今後の地域子育て支援拠点事業の利用の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 今後、ファミリー・サポート・センター事業を「利用していないが、今後利用したい」人は

13.8％となっています。「今後も利用するつもりはない」人は77.5％となっています。 

   

②ファミリー・サポート・センター事業 
      【図表：今後の地域子育て支援拠点事業の利用の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

問２７ 地域子育て支援センターやファミリー・サポート・センター事業について、今は利用してい

ないが、今後、できれば利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 
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42.3%

12.7%

27.7%

45.6%

41.3%

57.7%

46.2%

79.0%

74.7%

87.7%

0.0% 50.0% 100.0%

①母親（父親）学級、両親学級、育児学級

②家庭教育に関する学級・講座

③教育相談センター・教育相談室

④保育所や幼稚園での子育て支援の広場など

⑤子育ての総合相談窓口

⑥子育てガイド（市発行の子育て情報誌）

⑦親子遊びの教室

⑧離乳食教室

⑨赤ちゃん相談・スクスク相談

⑩乳幼児健診

18.2%

2.1%

4.1%

22.1%

8.2%

29.2%

16.7%

41.9%

38.7%

83.4%

0.0% 50.0% 100.0%

26.6%

28.6%

32.1%

40.4%

34.6%

46.6%

34.8%

22.9%

31.7%

60.3%

0.0% 50.0% 100.0%

（４）直方市の子育て支援事業の認知度・利用度 

 

 

 

○ 直方市の子育て事業のうち、「乳幼児健診」「離乳食教室」「赤ちゃん相談」の認知度、利

用度は高くなっています。一方、「家庭教育」「教育相談」については低くなっています。 

 

【図表：直方市の子育て支援事業の認知度・利用度（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい

と思うものはありますか。 

知っている 
（認知度） 

利用したことが
ある（利用度） 
（認知度） 

今後利用したい 
（利用意向） 
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59.9%

52.0%

39.8%

32.4%

21.7%

20.5%

13.8%

6.0%

9.7%

気軽に利用できるトイレ・おむつ替えの場所やミルク

用のお湯の提供ができる場所

同年齢の子ども同士が交流できる場所

子育ての悩みを気軽に相談できる場所

子育てをしている親同士の仲間づくり支援

子育て家庭の家事援助

異年齢の子ども同士が交流できる場所

高齢者など世代間交流ができる場所

その他

特になし

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（５）身近な地域の子育て支援に必要なもの 

 

 

 

○ 子育てをするのに、身近な地域にどのような場所や支援があるとよいものは「気軽に利

用できるトイレ・おむつ替えの場所やミルク用のお湯の提供ができる場所」が 59.9％で

最も多く、次いで「同年齢の子ども同士が交流できる場所」52.0％となっています。。 

 
【図表：身近な地域の子育て支援に必要なもの（n＝1058） ※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８ 子育てをするのに、身近な地域にどのような場所や支援があるとよいと思いますか。 

（複数回答） 
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働いてい

なかった, 

39.1%

取得した

（取得中

である）, 
41.5%

取得して

いない, 

18.1%

無回答, 

1.3%

36.6%

20.9%

12.0%

11.0%

7.3%

7.3%

7.3%

5.2%

3.7%

2.1%

1.6%

0.5%

0.5%

0.5%

8.4%

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事に戻るのが難しそうだった

仕事が忙しかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

自営業のため

収入減となり、経済的に苦しくなる

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

保育所（園）などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

昇給・昇格などが遅れそうだった

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

９．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）育児休業の取得の有無 

 

 

■ 母親 

①育児休業の取得の有無 

○ 母親の育児休業の取得について、「取得した」人は 41.5％、「取得していない」人は 18.1％

となっています。 

      【図表：母親の育児休業の取得の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②育児休業を取得していない理由 

○ 母親の育児休業を取得していない理由について、「子育てや家事に専念するため退職した」

が36.6％と最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった」20.9％となっています。 

      【図表：育児休業を取得していない理由（n＝191）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０ お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 
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働いてい

なかった, 

0.9%

取得した

（取得中

である）, 
1.8%

取得して

いない, 

81.2%

無回答, 

16.1%

32.0%

24.7%

24.6%

23.3%

21.0%

8.6%

7.8%

3.5%

3.0%

1.5%

1.3%

0.6%

0.5%

0.1%

2.1%

仕事が忙しかった

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

自営業のため

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

昇給・昇格などが遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

保育所（園）などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

■ 父親 

①育児休業の取得の有無 

○ 父親の育児休業の取得について、「取得した」人は 1.8％、「取得していない」人は 81.2.％

となっています。 

      

 【図表：父親の育児休業の取得の有無（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②育児休業を取得していない理由 

○ 父親の育児休業を取得していない理由について、「仕事が忙しかった」が32.0％と最も多く、

次いで「配偶者が育児休業制度を利用した」24.7％となっています。 

       

【図表：育児休業を取得していない理由（n＝859）】 
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育児休業

取得後、

職場に復

帰した, 

75.9%

現在も育

児休業中

である, 
16.4%

育児休業

中に離職

した, 6.8%

無回答, 

0.9%

育児休業

取得後、

職場に復

帰した, 
84.2%

現在も育

児休業中

である, 
5.3%

無回答, 

10.5%

（２）育児休業取得後の職場復帰 

 

 

 

■ 母親 

○ 母親の育児休業の取得後、「職場復帰した」人は 75.9％となっています。 

 

      【図表：育児休業取得後の職場復帰（n＝439）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 父親 

○ 父親の育児休業の取得後、「職場復帰した」人は 84.2％となっています。 

 

      【図表：育児休業取得後の職場復帰（n＝19】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０-１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 
※問 30で「育児休業を取得した」を回答した人を対象 
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38.5%

36.6%

30.2%

1.5%

26.8%

希望する保育所に入るため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

73.9%

17.4%

4.3%

13.0%

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（３）職場復帰の時期（現状・希望） 

 
（４）希望の時期に職場復帰しなかった理由 

 

 

 

○ 希望の時期より早く復帰した理由は、「希望する保育所に入るため」が 38.5％と最も多

く、次いで「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 36.6％となっています。 

○ 希望の時期より遅く復帰した理由は、「希望する保育所に入れなかったため」が７３．９％

と最も多くなっています。 

 

      【図表：「希望」より早く復帰した理由（n＝205）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【図表：「希望」より遅く復帰した理由（n＝23）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０-３ 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 
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利用する

必要がな

かった, 
34.7%

利用した, 

30.9%

利用した

かったが、

利用しな

かった, 

32.4%

無回答, 

2.0%

65.5%

47.8%

40.7%

25.7%

15.0%

12.4%

5.3%

2.7%

6.2%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

仕事が忙しかった

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（５）職場復帰時の短時間勤務制度の利用 

 

 

 

○ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を「利用した」人は 30.9％となってい

ます。「利用したかったが利用しなかった」人は 32.4％となっています。 

 

      【図表 12-1：職場復帰時の短時間勤務制度の利用（n＝346）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

○ 短時間勤務制度を利用しなかった理由は、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気が

あった」が 65.5％となっています。 

 

      【図表：短時間勤務制度を利用しなかった理由（n＝113）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０－４ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 
※問 30-1 で「職場復帰した」を回答した人を対象 

問３０－５ 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。（複数回答） 
※問 30-4 で「利用したかったが利用しなかった」を回答した人を対象 
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74.2%

50.9%

46.9%

44.6%

32.2%

31.9%

2.2%

子どもが病気のときなどに休暇を取りやすい環境を

つくってほしい

妊娠中や子育て期間中の勤務を軽減してほしい

育児休業制度などを利用しやすい環境をつくってほ

しい

子育てと仕事の両立にむけて、職場内の理解を深め

るための啓発をしてほしい

男性が育児休業を利用しやすい環境、男性が子育

てに参加できる環境をつくってほしい

事業所内に保育施設を設置してほしい

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（７）子育てと仕事の両立支援として、企業に望むもの 

 

 

○ 子育てと仕事の両立支援として、企業に望むものは、「子どもが病気のときなどに休暇を

取りやすい環境をつくってほしい」が 74.2％と最も多くなっています。 

 

      【図表：子育てと仕事の両立支援として、企業に望むもの（n＝113）】 

 

 

 

 

問３１ 子育てと仕事の両立支援として、企業にどのようなことを望みますか。（複数回答） 
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87.3%

36.4%

58.8%

35.0%

55.8%

55.8%

74.3%

44.0%

59.6%

54.1%

52.9%

49.8%

93.8%

61.4%

62.8%

57.4%

50.8%

55.1%

67.1%

17.1%

31.8%

76.0%

9.4%

39.1%

29.2%

35.9%

28.5%

33.0%

19.8%

33.1%

14.2%

21.2%

27.8%

31.5%

3.3%

21.9%

21.7%

23.3%

34.7%

26.7%

22.1%

37.0%

36.1%

17.7%

1.2%

22.2%

9.6%

25.6%

12.3%

9.2%

3.8%

20.2%

23.7%

21.7%

16.5%

15.5%

0.7%

13.6%

12.3%

16.1%

11.4%

15.3%

7.3%

42.5%

29.1%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日、朝ご飯を食べている

好き嫌いせず食べている

家族そろって食事をしている

正しいはしの持ち方、使い方ができる

歯磨きを自分でする

毎日決まった時間に寝ている

充分な睡眠（時間）をとっている

朝、自分で起きる

排泄を自分でする

着替えを自分でする

季節や気温に合った衣類の調節ができる

外から帰ったら手洗い、うがいをする

毎日お風呂に入る

「こんにちは」等のあいさつが言える

「ありがとう」「ごめんなさい」が言える

自分の気持ちを言葉で伝えられる

人の話をきちんと聞ける

おうちの人のお手伝いをする

お友達と仲良く遊べる

時間を意識して動くことができる

必要なものの準備、後片づけができる

家族で十分なコミュニケーションがとれている

できている どちらともいえない できていない 無回答

１０ お子さんの生活習慣・運動や遊びについて 

 

（１）日頃の子どもの生活習慣 

 

 

○ 妊娠中、あるいは出産後、母親が精神的に不安定になったことが、「時々あった」人が

43.6％となり、「よくあった」とあわせると不安定になったことがあった人は全体で

52.8％となっています。 

 

      【図表：日頃の子どもの生活習慣（n＝1058）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問２９ お子さんの日頃の生活の様子について、お尋ねします。 
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１１ 子育てに関する悩みや不安感について 

 

（１）子育てに関して悩んでいること 

 

 

 

○ 子育てや子育て環境について、日頃悩んでいることや気になることは、「近所に子どもを

安心して遊ばせる場所がない」が 31.9％で最も多く、次いで「近所に子どもの遊び友だ

ちがいない」19.4％となっています。 

 

      【図表：子育てに関して悩んでいること（n＝1058）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

31.9%

19.4%

18.0%

17.4%

11.1%

10.3%

7.1%

5.2%

5.0%

4.0%

3.9%

3.6%

1.8%

0.6%

2.5%

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない

近所に子どもの遊び友だちがいない

子育てに追われて自分のやりたいことができない

子どもの保育・教育費用や稽古ごとなどにお金がかかる

子どもの心身の発達に応じたしつけや教育の仕方がよくわからない

子どもとふれあう時間が少ない

子育てについて（あなたの）配偶者やパートナーの協力が得られない

子どもを叱りすぎてしまう、手をあげてしまう、世話をしなかったりしてし

まうことがある

子どもの病気や心身の発育・発達の遅れが気になる

子育てに協力・支援してくれるような地域でのつながりがない

子どもを通じての近所づきあいや、子どもの親同士のつきあいが負担

になる

子育てについて（あなたの）親の協力が得られない

子育てというものが全般的によくわからない

保育所・幼稚園などや小学校の先生と親との連絡があまり取れない

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

問３４ 子育てや子育て環境について、日頃悩んでいることや気になることはどのようなことです

か。 

（複数回答） 
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64.1%

59.4%

38.8%

27.8%

24.5%

13.8%

13.0%

12.0%

2.4%

1.3%

4.9%

インターネット

友人・知人

祖父母

テレビ

市報のおがた

子育てガイド

雑誌

市ホームページ

市役所窓口

ラジオ

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１２ 直方市の子育て施策について 

 

（１）子育てに関する情報の取得方法 

 

 

○ 子育て（教育を含む）に関する情報の取得については、「インターネット」が 64.1％余

最も多く、次いで「友人や知人」59.4％、「祖父母」38.8％となっています。 

 

      【図表：子育てに関する情報の取得方法（n＝1058）※複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３５ 子育てに関する情報をどこから取得していますか。（複数回答） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①妊娠期から乳幼児期を通じた親子の健康づくりの支援

②食育に関する学習機会の提供

③安心して利用できる医療体制の整備

④一時預かり・ショートステイ・病後児保育等の多様な保育サービス

⑤学童クラブの実施状況

⑥子育て家庭に対する相談支援体制や交流の場づくり

⑦子育てに対する経済的支援

⑧保育園・幼稚園での教育

⑨小・中学校の教育環境

⑩家庭教育や中学生等の次代の親を育成するための教育

⑪いじめ・不登校・非行対策

⑫地域全体で子どもを育てる活動の推進

⑬バリアフリーなどの子育てにやさしいまちづくり

⑭父と母がともに子育てを担うような意識の啓発

⑮子育てを支える地域活動等の促進

⑯企業等と連携した子育てと仕事の両立のための支援

⑰ひとり親家庭への支援

⑱児童虐待防止対策

⑲障がいのある子どものいる家庭への支援

⑳直方市の子育て環境や子育て支援施策の総合評価

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない無回答

①妊娠期から乳幼児期を通じた親子の健康づくりの支援 14.6% 30.2% 8.6% 4.9% 38.3% 3.3%

②食育に関する学習機会の提供 11.8% 29.8% 9.9% 3.8% 41.1% 3.6%

③安心して利用できる医療体制の整備 18.2% 30.9% 15.7% 10.6% 21.0% 3.7%

④一時預かり・ショートステイ・病後児保育等の多様な保育サービス2.9% 12.7% 14.4% 10.6% 56.0% 3.4%

⑤学童クラブの実施状況 5.6% 11.7% 8.9% 5.9% 64.2% 3.7%

⑥子育て家庭に対する相談支援体制や交流の場づくり 6.6% 17.5% 14.6% 6.3% 51.2% 3.8%

⑦子育てに対する経済的支援 5.4% 18.8% 22.1% 22.2% 28.1% 3.4%

⑧保育園・幼稚園での教育 31.6% 31.7% 7.7% 3.3% 22.8% 2.8%

⑨小・中学校の教育環境 5.9% 17.5% 10.5% 7.1% 55.7% 3.3%

⑩家庭教育や中学生等の次代の親を育成するための教育 1.9% 7.8% 7.2% 4.6% 75.0% 3.5%

⑪いじめ・不登校・非行対策 1.5% 5.7% 8.2% 5.9% 75.0% 3.8%

⑫地域全体で子どもを育てる活動の推進 2.5% 11.7% 13.5% 8.3% 60.2% 3.8%

⑬バリアフリーなどの子育てにやさしいまちづくり 1.9% 9.7% 16.7% 13.6% 54.6% 3.5%

⑭父と母がともに子育てを担うような意識の啓発 2.5% 10.4% 14.2% 10.5% 58.9% 3.6%

⑮子育てを支える地域活動等の促進 2.9% 14.8% 14.0% 9.8% 55.1% 3.4%

⑯企業等と連携した子育てと仕事の両立のための支援 2.3% 7.6% 12.9% 16.2% 57.5% 3.4%

⑰ひとり親家庭への支援 3.1% 6.1% 6.3% 4.9% 76.1% 3.4%

⑱児童虐待防止対策 2.2% 6.8% 5.3% 2.9% 79.1% 3.7%

⑲障がいのある子どものいる家庭への支援 2.6% 7.8% 4.9% 2.3% 78.7% 3.7%

⑳直方市の子育て環境や子育て支援施策の総合評価 3.8% 23.0% 22.6% 10.7% 36.2% 3.8%

（２）直方市の子育て施策に対する意向 

 

 

○ 直方市の子育て施策について、満足度の高い施策は「保育園・幼稚園での教育」が 31.6％

と最も高くなっていますが、ほとんどの施策で「わからない」と回答する人が 50％以上

となっています。 

 

      【図表：直方市の子育て施策に対する意向（n＝1058）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問３６ 直方市の子育て支援についてどう思いますか。 
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Ⅲ 調査結果-２小学生児童調査 
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37.1%

54.6%

2.2%

12.3%

9.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえ

る友人・知人がいる

いずれもいない

いる／あ

る, 95.7%

いない／な

い, 4.2%
無回答, 

0.1%

１ 子どもの育ちをめぐる環境について  

 

（１）日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人の有無 

 

 

○ 「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」人が 54.6％、「日常的

に祖父母等の親族にみてもらえる」人が 37.1％となっています。「いすれもない」は

12.3％となっています。 

 
      【図表：日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人の有無（n＝1033）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育て（教育を含む）の相談できる人の有無 

 

 

 

○ 子育ての相談ができる人（場所）が「いる、ある」と回答した人が95.6％となっています。 

 
 【図表：子育て（教育を含む）の相談できる人の有無（n＝1033）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８  日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答） 

問９ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。 
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71.2%

71.2%

69.8%

30.3%

8.9%

8.1%

7.6%

3.1%

2.9%

2.7%

2.5%

0.3%

0.3%

0.3%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

配偶者

祖父母等の親族

友人や知人

小学校の先生

かかりつけの医師・看護師・栄養士等

近所の人

保育士・幼稚園の先生

インターネット（ＳＮＳ）

パートナー

市の保健師

子育て支援センター・児童館・ＮＰＯ団体

民生委員・児童委員

児童相談所

市の子育て関連担当窓口

その他

（３）子育て（教育を含む）の相談先 

 

 

 

○ 子育ての相談先は、「配偶者」（71.2％）、「祖父母等の親族」（71.2％）の親族が多く、

次いで「友人や知人」69.8％、「小学校の先生」30.3％となっています。 

 
      【図表：子育て（教育を含む）の相談先（n＝989）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子育てをする上で周囲からのどのようなサポートがあればよいか 

 

 

 

 

◆ 病気など緊急時の保育、預かり、病院体制の充実 
  …「病気などの救急時にサポートしてもらえると助かる」「休日・夜間に受けられる病院の充実」 

◆ 地域の見守り活動の充実 
  …「子どもの安全を見てくれる見守り・声掛け活動」 

◆ 子育てに関する情報発信や悩みを聞いたり、アドバイスをもらえる機会の充実 
  …「夜間などでの LINE やアプリなどを使った相談」「メールやチラシでの相談窓口などの紹介」 

◆ 子育ての経済的支援 
  …「子どもの教育費などの優遇、子ども手当の増額」「医療費・予防接種の助成」 

◆ 学校における専門的なサポートの充実 
  …「スクールカウンセラーの増員」「特別支援学級の専門的な補助員の設置」 

◆ 子どもの学習の場、児童が集える場の充実 
  …「放課後学習の日数を増やしてほしい」「公民館や集会所を利用した親子が交流できる場」 

 

問9-1  子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（複数回答） 
 ※問 9で「気軽に相談できる人（場所）がいる、ある」と回答した人を対象 

問 10  子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポー

トがあればよいとお考えでしょうか。 
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39.7%

0.7%

38.2%

1.1%

16.2%

1.9%

2.2%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%

就労している（フルタイム）

就労している（フルタイムだが、産休・育休・介護

休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

就労している（パートタイム・アルバイト等だが、

産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

7.4%

17.5%

40.1%

3.7%

31.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

希望があり、実現できる見込みがある

希望はあるが、実現できる見込みがない

パート・アルバイト等の就労の継続を希望

就労をやめて子育てや家庭に専念したい

無回答

２ 保護者の就労状況について   

 

（１）現在の就労状況 

 

 

 

■ 母親 

○ 「フルタイムで就労している」が 39.7％、「パートタイム、アルバイト等で就労してい

る」が 38.2％、がほぼ同率となっています。 

 
      【図表：母親の就労状況（n＝1033）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
フルタイムへの転職希望（パートタイム・アルバイト等で就労している方） 

【図表：フルタイムへの転職希望（パートタイム・アルバイト等で就労している方）（n＝406）】 

 

 

 

 

問１２ お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答えください。 
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71.5%

0.4%

0.2%

0.0%

0.9%

0.1%

26.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

就労している（フルタイム）

就労している（フルタイムだが、産休・育休・介護

休業中）

就労している（パートタイム、アルバイト等）

就労している（パートタイム・アルバイト等だが、

産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答

■ 父親 

 

○ 「フルタイムで就労している」が 71.5％と最も多くなっています。 

 
      【図表：父親の就労状況（n＝1033）】 
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子育てや

家事に専

念したい

（就労の予

定はない）, 

32.1%

１年より先

に就労した

い, 26.7%

すぐにで

も、もしくは

１年以内に

就労した

い, 33.2%

無回

答, 

8.0%

フルタイム, 

12.5%

パートタイ

ム、アルバ

イト等, 
53.6%

無回答, 

33.9%

0.9%

17.9%

12.5%

20.5%

0.0%

0.0%

48.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

2.7%

13.4%

27.7%

7.1%

0.9%

48.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

無回答

（２）就労希望／希望する就労形態 

 

 

 

①母親の就労希望 

○ 現在、就労していない母親のうち、「すぐにでも、1年以内に就労したい」が33.2％と最も

多く、次いで「子育てや家事に専念したい」が32.1％となっています。 
      【図表：母親の就労希望（n＝187）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②母親の希望する就労形態 

○ 希望する就労形態は「パートタイム、アルバイト等」が 84.2％となっています。 

 

【図表：母親の希望する就労形態（n＝112）】    【図表：ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄの希望時間（n＝148）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１-１ 就労したいという希望はありますか。  
※問 11で、「５.現在は就労していない」、「６.就労したことがない」を選ばれた人を対象 

１週あたりの日数 

１日あたりの時間 
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働いていな

かった, 

43.3%

取得した

（取得中で

ある）, 
29.1%

取得してい

ない, 

20.5%

無回答, 

7.1%

30.2%

18.9%

16.0%

13.7%

9.0%

7.1%

6.1%

2.4%

3.8%

3.3%

1.4%

1.4%

0.9%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

自営業のため

仕事が忙しかった

仕事に戻るのが難しそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

保育所（園）などに預けることができた

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した

その他

５ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

 

（１）育児休業の取得の有無 

 

 

■ 母親 

①育児休業の取得の有無 

○ 母親の育児休業の取得について、「取得した」人は 29.1％、「取得していない」人は 20.5％

となっています。 

      【図表：母親の育児休業の取得の有無（n＝1033）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②育児休業を取得していない理由 

○ 母親の育児休業を取得していない理由について、「子育てや家事に専念するため退職した」

が30.2％と最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった」18.9％となっています。 

      【図表：育児休業を取得していない理由（n＝212）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 
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働いていな

かった, 

0.7%

取得した

（取得中で

ある）, 
1.2%

取得してい

ない, 

71.5%

無回答, 

26.6%

29.0%

28.1%

19.6%

19.4%

17.5%

9.6%

9.5%

1.9%

1.6%

1.5%

1.4%

0.3%

0.1%

0.1%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仕事が忙しかった

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業の制度がなかった

自営業のため

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

保育所（園）などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

子育てや家事に専念するため退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

その他

 
■ 父親 

①育児休業の取得の有無 

○ 父親の育児休業の取得について、「取得した」人は 1.2％、「取得していない」人は 71.5.％

となっています。 

      

 【図表：父親の育児休業の取得の有無（n＝1033）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②育児休業を取得していない理由 

○ 父親の育児休業を取得していない理由について、「仕事が忙しかった」が29.0％と最も多く、

次いで「親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」28.1％となっていま

す。 

       

【図表：育児休業を取得していない理由（n＝739）】 
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育児休業

取得後、職

場に復帰し

た, 92.0%

現在も育

児休業中

である, 
0.3%

育児休業

中に離職し

た, 7.3%

無回答, 

0.3%

38.6%

28.3%

25.9%

1.2%

26.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

その他

（２）育児休業取得後の職場復帰 

 

 

 

■ 母親 

○ 母親の育児休業の取得後、「職場復帰した」人は 92.0％となっています。 

 

      【図表：母親の育児休業取得後の職場復帰（n＝301）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 父親 

○ 父親の育児休業の取得後、「職場復帰した」人は 100％となっています。 

 

（４）希望の時期に職場復帰しなかった理由 

 

 

○ 希望の時期より早く復帰した理由は、「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が

38.6％と最も多く、次いで「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 28.3％

となっています。 

○ 希望の時期より遅く復帰した理由は、「希望する保育所に入れなかったため」が 38．９％

と最も多くなっています。 

 

      【図表：「希望」より早く復帰した理由（n＝166）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２-１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 
※問 12で「育児休業を取得した」を回答した人を対象 

問１２-３ 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 
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38.9%

33.3%

33.3%

11.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

利用する

必要がな

かった, 
22.3%

利用した, 

11.7%

利用した

かったが、

利用しな

かった, 

25.4%

無回答, 

40.5%

 

      【図表：「希望」より遅く復帰した理由（n＝18）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（５）職場復帰時の短時間勤務制度の利用 

 

 

 

○ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を「利用した」人は 11.7％となってい

ます。「利用したかったが利用しなかった」人は 25.4％となっています。 

 

      【図表 12-1：職場復帰時の短時間勤務制度の利用（n＝452）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－４ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 
※問 12-1 で「職場復帰した」を回答した人を対象 
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52.2%

38.3%

36.5%

28.7%

25.2%

7.0%

3.5%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

職場に短時間勤務制度がなかった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

その他

（６）短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

○ 短時間勤務制度を利用しなかった理由は、「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気が

あった」が 65.5％となっています。 

 

      【図表：短時間勤務制度を利用しなかった理由（n＝115）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－５ 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。（複数回答） 
※問 12-4 で「利用したかったが利用しなかった」を回答した人を対象 
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64.9%

45.2%

24.6%

15.7%

13.4%

6.9%

4.1%

1.3%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自宅

習い事

学童クラブ（学童保育）

祖父母宅や友人・知人宅

放課後学習

その他（公民館、公園など）

放課後等デイサービス

児童館

ファミリー・サポート・センター

4.3%

25.6%

41.3%

2.4%

1.2%

25.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

６ 放課後の過ごし方について 

 

（１）放課後に過ごさせたい場所と利用希望日数 

 

 

 

○ 小学校低学年の放課後に過ごさせたい場所は「自宅」が 64.9％と最も多く、次いで「習

い事」45.2％となっています。 

 
      【図表：放課後に過ごさせたい場所（n＝1033）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②学童クラブ（学童保育）の下校時から利用したい時間 

 【図表：学童クラブ（学童保育）の下校時から利用したい時間（n＝254）】 

 

 

  

問１３ お子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたい

と思いますか。（複数回答） 
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低学年（１

～３年生）

の間は利

用したい, 

8.1%

高学年（４

～６年生）

になっても

利用した

い, 12.8%

利用する

必要はな

い, 75.0%

無回答, 

4.1%
低学年（１

～４年生）

の間は利

用したい, 

2.5%

高学年（４

～6年生）

になっても

利用した

い, 5.1%

利用する

必要はな

い, 87.2%

無回答, 
5.1%

34.1%

32.4%

29.8%

28.2%

24.8%

24.6%

24.1%

20.9%

20.2%

19.4%

16.1%

7.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

福地小学校区

下境小学校区

上頓野小学校区

東小学校区

感田小学校区

総計

北小学校区

植木小学校区

新入小学校区

南小学校区

西小学校区

中泉小学校区

【図表：小学校区別クロス：放課後に学童クラブで過ごさせたい回答者※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（２）土曜日、日・祝日の学童クラブの利用希望 

 

 

○ 土曜日、日・祝日の学童クラブの利用希望については、「利用する必要はない」がいずれ

も 75.0％以上となっています。 

 
 【図表：土曜日、日曜日・祝日の学童クラブの利用希望（n＝1033）】 

①土曜日                 ②日曜日・祝日 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、学童クラブの利用希望はありますか。 
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低学年（１

～３年生）

の間は利

用したい, 

12.2%

高学年（４

～６年生）

になっても

利用した

い, 25.9%

利用する

必要はな

い, 59.0%

無回答, 

2.9%

長期休暇中

も学校がある

期間も関係

なく、通年で

利用したい, 

51.0%

夏休みや冬

休みなどの

長期休暇の

期間中のみ

の利用でよ

い, 45.2%

無回答, 3.8%

（４）長期休暇中の学童クラブの利用希望 

 

 

○ 長期休暇中の学童クラブの利用希望については、「利用する必要はない」が 59.0％と多

くなっています。 

 
 【図表：望ましい学童クラブの実施場所（n＝1033）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができる場合の利用希望 

 

 

 

 

 

○ 長期休暇期間の学童クラブ利用希望者のうち、長期休暇期間のみの利用で良い回答者は

4.5.2％となり、51.0％が通年で利用したいとなっています。 

 
 【図表：長期休暇のみの学童クラブの利用希望（n＝394）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童クラブの利用希望はありますか。 
 

問１５-１ 現在直方市では長期休暇期間のみの学童クラブは実施しておりませんが、今後、夏休

み・冬休みなどの長期休暇期間のみの学童クラブの利用ができるとした場合、通常の学校がある時

期を含めて通年での利用を希望しますか。※問 15で「利用したい」を回答した人を対象 
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利用したい, 

25.3%

場所による, 

64.6%

利用しない, 

9.6%

無回答, 

0.6%

 

 

 

○ 長期休暇期間のみの学童クラブをおこなう場所が、お子さんが通っている小学校の敷地

外での実施でも「利用したい」が 25.3％となっています。 

 
 【図表：小学校の敷地外での実施でも利用希望（n＝178）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１５-２ 長期休暇期間のみの学童クラブをおこなう場所が、お子さんが通っている小学校の敷地

外での実施でも利用を希望しますか。※問 15-1 で「長期休暇のみの利用でよい」を回答した人を対象 
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52.4%

26.1%

10.5%

8.6%

5.4%

0.3%

1.5%

20.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

父親が休んだ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

その他

機会がなかった

できれば病

児・病後児

保育施設等

を利用した

い, 14.6%

利用したいと

は思わない, 

85.2%

無回答, 

0.9%

５ 子どもの病気の際の対応について   

 

（１）教育・保育事業が利用できなかった時の対処方法 

 

 

 

○ 教育・保育事業が利用できなかった時の対処方法は、「母親が休んだ」が 52.4％と最も

多く、次いで「親族・知人に子どもをみてもらった」26.1％となっています。「機会が

なかった」は 20.4％となっています。 

 
      【図表：事業を利用できなかった場合の対処方法（n＝1033）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病気時の病児・病後児のための保育施設等の利用意向 

 

 

 

○ 「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」人は 14.6％、「利用したい

と思わない」人は 85.2％となっています。 

 
      【図表：病児・病後児のための保育施設等の利用意向（n＝561）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６ お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、こ

の１年間に行った対処方法と、仕事を休んだ日数はどれくらいありましたか。（複数回答） 
 

問１６-1 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 
※問 18で「父親が休んだ」「母親が休んだ」を回答した人を対象 
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24.1%

86.7%

10.8%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育

する事業

その他

53.8%

39.0%

34.0%

12.8%

7.0%

5.6%

15.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

利用料がかかる・高い

手続き方法・利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数

など）がよくない

その他

 

（３）病児・病後児のための保育施設等の望ましい事業形態 

 

 

 

○ 病児・病後児のための保育施設等の望ましい事業形態は「小児科に併設した施設で子ど

もを保育する事業」が 86.7％で最も多くなっています。 

 
      【図表：病児・病後児のための保育施設等の利用意向（n＝83）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由 

 

 

 

○ 病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由は「親が仕事を休んで対

応する」が 53.8％で最も多く、次いで「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が

39.0％となっています。 

 
      【図表：病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由（n＝485）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６-２ 上記の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（複数回答） ※問 16-1 で「できれば利用したい」を回答した人を対象 
 

問１６-３ 利用したいとは思わない理由は何ですか。（複数回答） 
 ※問 16-1 で「利用したいと思わない」を回答した人を対象 
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できれば仕

事を休んで

看たい, 
64.4%

休んで看る

ことは非常

に難しい, 
23.6%

無回答, 

12.0%

37.0%

9.0%

13.0%

36.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

（５）病児・病後児のために、保護者が仕事を休んで看ることの有無 

 

 

 

○ 「母親（父親）が休む」以外の対処をした人のうち、父母のいずれかが仕事を休んで看

たいと思った人は 64.4％となっています。 

 
      【図表：教育・保育事業が利用できなかった時、保護者が仕事を休んで看ることの有無（n＝424）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）保護者が仕事を休んで看ることが難しい理由 

 

 

 

○ 保護者が仕事を休んで看ることが難しい理由としたは「子どもの看護を理由に休みがとれ

ない」が 40.7％と多くなっています。 

 
      【図表：保護者が仕事を休んで看ることが難しい理由（n＝100）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６-４ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。 
 ※問 1６で「父親が休んだ」「母親が休んだ」以外の項目を回答した人を対象 
 

問１6-５ 休んで看ることが非常に難しい理由は何ですか。（複数回答） 
 ※問 16-4 で「休んで看ることは非常に難しい」を回答した人を対象 
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35.5%

24.5%

13.9%

12.2%

8.2%

7.8%

6.2%

6.0%

5.1%

4.8%

4.5%

3.0%

1.2%

0.8%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がない

子どもの保育・教育費用や稽古ごとなどにお金がかかる

子どもとふれあう時間が少ない

近所に子どもの遊び友だちがいない

子どもの心身の発達に応じたしつけや教育の仕方がよくわからない

子育てに追われて自分のやりたいことができない

子どもを通じての近所づきあいや、子どもの親同士のつきあいが負

担になる

子育てについて（あなたの）配偶者やパートナーの協力が得られない

子どもを叱りすぎてしまう、手をあげてしまう、世話をしなかったりして

しまうことがある

子育てに協力・支援してくれるような地域でのつながりがない

子どもの病気や心身の発育・発達の遅れが気になる

子育てについて（あなたの）親の協力が得られない

子育てというものが全般的によくわからない

保育所・幼稚園などや小学校の先生と親との連絡があまり取れない

その他

６ 子育てに関する悩みや不安感について 

 

（１）子育てに関して悩んでいること 

 

 

 

○ 子育てや子育て環境について、日頃悩んでいることや気になることは、「近所に子どもを

安心して遊ばせる場所がない」が 35.5％で最も多く、次いで「子どもの保育・教育費用

や稽古ごとなどにお金がかかる」24.5％となっています。 

 

      【図表：子育てに関して悩んでいること（n＝1033）※複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７ 子育てや子育て環境について、日頃悩んでいることや気になることはどのようなことです

か。 

（複数回答） 
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41.0%

23.8%

19.7%

16.1%

14.2%

13.8%

11.4%

6.2%

19.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

同年齢の子ども同士が交流できる場所

子育ての悩みを気軽に相談できる場所

異年齢の子ども同士が交流できる場所

気軽に利用できるトイレやおむつ替えの場所、ミルク用のお湯

の提供ができる場所

子育てをしている親同士の仲間づくりの支援

子育て家庭の家事援助など

高齢者など世代間の交流ができる場所

その他

特になし

（２）身近な地域に子育て支援の場所や支援内容 

 

 

 

○ 子育てをするのに、身近な地域に必要な場所、支援は「同年齢の子ども同士が交流でき

る場所」が 41.0％と最も多く、次いで「子育ての悩みを気軽に相談できる場所」となっ

ています。 

 

      【図表：身近な地域に子育て支援の場所や支援内容（n＝1033）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１８ 子育てをするのに、身近な地域にどのような場所や支援があるとよいと思いますか。 

（複数回答） 
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59.8%

54.5%

32.6%

29.2%

29.0%

10.6%

7.4%

6.8%

1.8%

1.3%

5.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

友人・知人

インターネット

市報のおがた

祖父母

テレビ

雑誌

子育てガイド

市ホームページ

ラジオ

市役所窓口

その他

７ 直方市の子育て施策について  

 

（１）子育てに関する情報の取得方法 

 

 

○ 子育て（教育を含む）に関する情報の取得については、「友人・知人」が 59.8％余最も

多く、次いで「インターネット」54.5％、「市報のおがた」32.6.％となっています。 

 

      【図表：子育てに関する情報の取得方法（n＝1033）※複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９ 子育てに関する情報をどこから取得していますか。（複数回答） 
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満足 やや満足 やや不満 不満 わからない無回答

①妊娠期から乳幼児期を通じた親子の健康づくりの支援 11.6% 30.4% 9.3% 3.8% 41.5% 3.4%

②食育に関する学習機会の提供 7.5% 28.8% 12.2% 4.6% 43.9% 3.0%

③安心して利用できる医療体制の整備 9.8% 29.8% 21.0% 17.1% 19.5% 2.8%

④一時預かり・ショートステイ・病後児保育等の多様な保育サービス2.2% 11.2% 16.9% 13.6% 52.9% 3.1%

⑤学童クラブの実施状況 8.4% 21.0% 14.3% 10.0% 43.9% 2.4%

⑥子育て家庭に対する相談支援体制や交流の場づくり 3.6% 18.0% 17.8% 8.0% 49.1% 3.5%

⑦子育てに対する経済的支援 3.6% 16.7% 23.1% 31.2% 22.7% 2.8%

⑧保育園・幼稚園での教育 22.7% 41.7% 11.1% 4.5% 17.0% 2.9%

⑨小・中学校の教育環境 11.2% 37.6% 24.8% 15.2% 8.9% 2.3%

⑩家庭教育や中学生等の次代の親を育成するための教育 2.5% 12.3% 15.6% 9.8% 57.1% 2.7%

⑪いじめ・不登校・非行対策 2.4% 10.3% 18.2% 11.8% 54.5% 2.8%

⑫地域全体で子どもを育てる活動の推進 3.4% 19.8% 16.8% 10.6% 46.2% 3.1%

⑬バリアフリーなどの子育てにやさしいまちづくり 1.5% 12.5% 20.4% 13.7% 49.4% 2.5%

⑭父と母がともに子育てを担うような意識の啓発 2.0% 11.9% 18.5% 11.3% 53.3% 2.9%

⑮子育てを支える地域活動等の促進 2.6% 16.6% 18.9% 10.2% 49.0% 2.8%

⑯企業等と連携した子育てと仕事の両立のための支援 2.1% 8.7% 18.3% 16.2% 52.1% 2.6%

⑰ひとり親家庭への支援 2.8% 8.1% 8.7% 10.3% 67.6% 2.5%

⑱児童虐待防止対策 1.7% 8.2% 8.0% 5.5% 73.3% 3.2%

⑲障がいのある子どものいる家庭への支援 3.0% 8.4% 8.4% 6.1% 71.4% 2.6%

⑳直方市の子育て環境や子育て支援施策の総合評価 2.7% 19.4% 27.5% 14.3% 33.2% 2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①妊娠期から乳幼児期を通じた親子の健康づくりの支援

②食育に関する学習機会の提供

③安心して利用できる医療体制の整備

④一時預かり・ショートステイ・病後児保育等の多様な保育サービス

⑤学童クラブの実施状況

⑥子育て家庭に対する相談支援体制や交流の場づくり

⑦子育てに対する経済的支援

⑧保育園・幼稚園での教育

⑨小・中学校の教育環境

⑩家庭教育や中学生等の次代の親を育成するための教育

⑪いじめ・不登校・非行対策

⑫地域全体で子どもを育てる活動の推進

⑬バリアフリーなどの子育てにやさしいまちづくり

⑭父と母がともに子育てを担うような意識の啓発

⑮子育てを支える地域活動等の促進

⑯企業等と連携した子育てと仕事の両立のための支援

⑰ひとり親家庭への支援

⑱児童虐待防止対策

⑲障がいのある子どものいる家庭への支援

⑳直方市の子育て環境や子育て支援施策の総合評価

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

（２）直方市の子育て施策に対する意向 

 

 

○ 直方市の子育て施策について、満足度の高い施策は「保育園・幼稚園での教育」が 22.7％

と最も高くなっています。一方、「子育てに対する経済的支援」については不満の回答が

高くなっています。また、ほとんどの施策で「わからない」の回答が高くなっています。 

 

      【図表：直方市の子育て施策に対する意向（n＝1033）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ 直方市の子育て支援についてどう思いますか。 


